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1. 緒言 

近年,日本のサッカーはヨーロッパに通用

してきているといわれている.その理由に挙

げられるのが FIFAワ－ルドッカップへの 5

連続出場や Jリーガーの海外移籍が多くな

っておりヨーロッパの名門チームで活躍す

る選手も出てきている. しかし,ヨーロッパ

に圧倒して勝つことはできるのかと言われ

れば「YES」と答えることはできない. しか

し強豪チームも負けることがある. パスを

繋ぎ慎重に攻めて来る強豪にどのようなプ

レーをすれば勝てるのか,弱いチームはいろ

いろな作戦を立てている.その中の多くがカ

ウンターサッカーだ.ではカウンターをされ

るリスクを減らし味方チームがカウンター

をするチャンスを作ることができればヨー

ロッパの強豪チームとも互角に戦うことが

できるのではないかと考えこの研究を進め

た. このように安定したサッカーを展開し

ていくチームが警戒しなくてはいけないの

がカウンターである. そのためにカウンタ

ーの性質を分析し結果を出して本大学サッ

カー部・他サッカー関係者にフィードバック

することを目的とした. 

 

2. 研究方法 
2014年 FIFAワールドカップブラジル大会 

全 64試合を対象とする.本大学サッカー部

を対象にインタビュー調査を行った. 2014
年 FIFA ワールドカップブラジル大会 全

171 点の内のカウンターで点を取った試合

を集計しカウンターが成功した時間帯やそ

の点が試合にどの程度影響を及ぼしたか両

チームの FIFAランク・ボール支配率などを

比較する.サッカーコートを四分割しカウン

ターが始まった場所を集計した.カウンター

をするチーム側のゴールを①ゾーンとしさ

れる側に向かって②ゾーン・③ゾーン・④ゾ

ーンと設定した. 
 

3. 結果と考察 

世界ランクが相手より高いチームがカ

ウンターを使った試合が 67%,カウンター

が成功した試合の勝率は９割近くあるとい

う結果になった.ボール奪取ゾーンは④ゾー

ンが 1番少なく,カウンターを成功させるた

めには相手ディフェンスのラインを上げさ

せることが必要になるといえる.世界ランク

が高くなるほどカウンターを多く成功させ

ていることから,弱いチームが強いチームに

使うものという考えが変わってきた.図１か

ら読み取れるようにカウンターの成功する

時間帯は後半76~90分が特に多かった.逆に

前半 1~15分は 0%,後半 1~15分は 4%と試合

開始にはカウンターが成功しにくいことが

わかった. 

 
図 1 カウンターによる失点の時間帯 
 
インタビューから考察する.カウンター

を増やすことによって,チームにピンチを作

っているという考えにいたった.カウンター

を多くするためには,運動量が必要となり守

備に力を入れることが大切だ.ゴールキーパ

ーがディフェンスのポジション指示を的確

にして常に最悪のケースを考えることが必

要となる. 
 

4. まとめ 

監督・コーチがサッカーを理解することで

育成期間を向上させる.常に進化し続けるヨ

ーロッパサッカーに勝つためには,最先端を

行き日本の技術向上に力を注がなくてはい

けないという結論に至った. 
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